
AIやIoTの進化、ロボットの多様化が進む一方で、産業界では深刻な人手不足が課題
となっています。特に、製造ラインや作業現場でロボットを活用するためのロボット
システムを構築できる「ロボットSI人材」の育成が求められています。

ものつくり大学は、一般的な工科系大学とは異なり、産業用ロボットやフィールド
ロボットを中心に、企業や社会の課題解決に貢献するロボットの社会実装を推進し、
実践的な教育を通じて、より良い未来の創造に貢献していきます。

活動事例

ものつくり大学 ロボティクス社会実装センター事務局

ロボティクス社会実装センター設置！

2025年４月

問い合わせ先

～企業や社会の課題解決に貢献するロボットのシステム構築ができる人材を育成～

センター長からのメッセージ

ロボティクス社会実装センター長 三井 実（情報メカトロニクス学科 教授）

活動内容

（１）人材育成

・ロボティクス分野の社会実装に必要な実践的なカリキュラムの構築
・産業界向けロボットSI人材育成プログラムの提供

（２）研究活動

・産業用ロボットを活用した省人化技術の開発
・農業や建設分野等におけるフィールドロボットの実証実験
・ロボットとAIを組み合わせた次世代技術の研究

（３）産学官・地域連携

・企業・団体・自治体との連携プロジェクトの推進
・小中高校生向けロボティクス教育の普及活動

産業用ロボット
（製品製造プロセスで使用）

フィールドロボット
（農業・建設現場等屋外で使用）

本学が推進するロボット分野

構成メンバー

・三井 実 教授（ヒューマンメディア研究室） 、センター長
・松本 宏行 教授（ものデザイン研究室）
・ビチャイ サエチャウ 教授（制御・情報研究室）
・永井 孝 教授（スキルサイエンス研究室）
・平野 聡 准教授（ロボット運動研究室）
・細合 晋太郎 講師（共創ロボティクス研究室）
○事務局：ものつくり研究情報センター

（ものつくり研究情報センター内 電話048-564-3800  E-mail ： s_manabe@iot.ac.jp）

大学初、日本ロボットシステムイン
テグレータ協会との包括連携協定 ロボットシステムコースのデモ講義 産業界向け「産業用ロボット早わかり講座」


